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論文・学会発表
図1　男子プロテニス・ツアーの仕組みと大会のレベル
1回戦：11回戦：1万年13大会
毎年、ツアーに出場しポイントを獲得し、上位大会にチャレンジ
スポンサー獲得が困難なプロ選手層
４大大会
年９大会
年39大会
ホスピタリティ＆ 
コーチ費（含む）
基本的に全て自費
テニススクールなどに所属しながらツアーに参加
本線１回戦：400万
1回戦：1万
1回戦：50 - 100万
Position1
Position 2
Position 3
Position 4
1回戦：5 - 8万
ホスピタリティ 
など大会ごと別
金額は概算
ATP（男子プロテニス協会）
ITF（国際テニス連盟）
ITF
実業団チームに所属
年150大会
年673大会
